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広島が集土 とイヒしたあの日から一年後――。

広 島の地 では若者た ちの歌声 が響 しヽて しヽた。 その

歌声の上は 「広島学生音楽逍盟」。戦後の混乱期の中、

1日制高校 6校の学生たちが集 しヽ結成 した lθO人余 りの

合月合唱団。彼 らは ドイツ歌曲な どを歌 ったほか、

市内 に残 ったほ /Lの僅かな走物 を使 い、日本 を使表

する音楽家を次々 と招 いて ,寅奏会 を開催 した。その

目的の一つは、学校の復興資金を集めるため。そ して、

七う一つは広島を音楽で元気にするため。

そたな彼 らが実際 に使用 した演奏会会場 で、 Bti―

現存する定物がある。それが今 回のコンサー ト会場

「広島大学附風 中 ′高等学校 講堂」である。彼 らの

俎 しヽが言吉まった この場所で、
「ヒロシマ ・音の記 1竜

ソο14～ 継承～」は、 ドキュメ ンタ リー映画 「音の

言己鷹 ′つ機 り`」の上映、そして
「広島学生音楽型詢

や 「ヒロシマ」 にゆか りのある楽曲の :寅奏 を通 して、

音楽 と共 ιこ15区け抜 ιすた若者たちの姿、そ してそれを

継承することの滝味を見つめる。

今 回、彼 らの竜足 を糸匿承 し演奏 するのは、現役 の

高校生を始めとする現たの若者たち。

「何 tなくても、歌 は歌 える」 「音楽が力 を与 えて

くれる」―一。
「広島学生音楽連盟 Jのメ ンベーが

抱 いていたその強 しヽた しヽが、現代の若者 を通 して、

今 よみがえる。

<第一部>
ドキ ュメ ンタ リー映 画 「音 の言己竜

′つな が り」 (68分 )

監督・撮影 :青原さとし

企画 :「 ヒロシマと音楽J委員会
製作 :「 ヒロシマと音楽J委員会、NPO法人ANT H rosh ma

<第二部>

う虫日昌
・ジャコモ・プッチーニ/作曲
オベラ 《蝶々夫人》よリ アリア「ある晴れた日に」
オベラ 《ジャンニ・スキッキ》よリ アリア「私の愛しいお父さんJ

・エドマント・フランデン/作詩、山田耕作/作曲 (原寛暁編曲)
「ヒロシマ、一九四九年八月六日に寄せる歌J

合 唱
・大木惇夫/作詩、山田ll作/作曲 (原寛暁編曲)
「ヒロシマ平和都市の歌」
・フランツ・シューベル ト/作曲
歌曲集 《冬の旅》より「菩提樹J

・ロベル ト・シューマン/作曲
「流浪の民」

・谷川俊太郎/作詩、松下耕/作曲
「信じる」

弦 楽 演 奏
・ゲオルク・フリードリヒ・ヘンデル/作曲 (原寛暁編曲)
「ラルJJ

広島大学中高高等亨す 管弦楽班
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